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地域性の形成論理

1.研 究 組織

研究代表者:坪 内 良博(京 都大学東南 アジア研究 セ ンター ・教授)

研究分担者:石 井 薄(東 京外 国語大学 アジア ・アフ リカ言語文化研究所 ・教授)

加納 啓 良(東 京大学東洋文化研 究所 ・教授)

北原 淳(神 戸大学文学部 ・教 授)

桜井 由躬雄(東 京大学文学部 ・教 授)

山下 晋司(東 京大学教養学部 ・教授)

田中 耕司(京 都大学東南 アジア研究セ ンター ・助教授)

2.研 究 の ね ら い ・目的

本研究班で は、地域研究の対象である 「地域」の社会 および文化の独 自性の形成にかか

わ る普遍論理 と個別論理の交錯のメカニズムを、東南ア ジアおよびそれを挟む 中国 ・イ ン

ドの状況 を手がか りと して解 明す ることを研 究の大きな枠組みと してい る。その ため に、

平成5年 度 にお いて は、東南ア ジアの社会 ・文化の特徴 を表す さまざまなキー ワー ドを東

南 ア ジア各地の具体 的事例 に即 して、また東南 アジア以外 の地域 との比較において掘 り下

げて い くこと、お よび 「中心 と周辺 」 「国家 とエスニ シテ ィ」 あるいは 「都市と農村 」 と

いうような二項対立的な概念枠組みのなかで東南 アジアの地域性の形成 と変容のダイナ ミ

ズ ムをあつか うこと、 この二つを研 究班 の 目的 と して設定 した。平成6年 度には、以上 の

二つ の 目的を念頭 に、各 メンバ ーの個別課題 に加えて、班全体 の共通 テーマ として、 「フ

ロ ンテ ィア」な らびに 「周辺 と境界」 とい う課題をあつか うことに した。そ して、平成7

年度 には、すで に古典 的な 「複合社会 」 とい う東南 ア ジァの捉え 方に関連 した 「複合性 」

を共通課題 として 、共 同研究を実施 した。

以上の ような過去3年 間の経過を うけて、本年度は東南 アジアの 「歴史過程 と地域形成」

を共通 の課題 と して、地域性を形成する要 因と しての歴史性 に注 目しつつ各分担者の研究

視角 か ら東南 ア ジアの地域性の形成に迫ることに した。 また、最終年度 にあた るので、 こ

れ まで の研究成 果をまとめるための準備作業に着手することも今年度の大きな 目的 と した。

3.平 成8年 度 の研究経遁

目的の一つとして掲げた 「歴史過程と地域形成」の共通課題に対 して、資源論の立場か
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ら、 あるいは民族 ・文化関係論や国家 ・民族関係論の立場か ら、そ して歴 史地域研究 の立

場か ら等 々、各分担者 の研究視点に配慮 しつつ 、計画研究班主体 の以下 の研究会 を開催す

るとと もに、関連す る公募研究班 との合 同研究会を もった。

(1)研 究打合せ会(5月31日 、京大会館)

各 メ ンバ ーの平成7年 度 までの研究経過 をふ まえて今年度 の役割分担課題を打合せ ると

と もに、最終成果を視野にいれた成果 と りまとめ計画の大枠について検討 した。 その結果、

東南 アジアの固有性 と地域性の形成に焦点 をあてた 出版を 目指 し、 当面、以下の ような構

成を念頭 に各 メ ンバ ーが執筆を構想する方 向で意見が まとま った。

第1部:土 地 ・資源 ・社 会か らみた東南 アジアの固有性(人 ロー資源関係 とそ こ

に成立 した社会、東アジアと東南 アジアの比較 の視点 を加 味す る)

第2部=東 南 アジアの複合性(東 南 アジアの文化のモザイク状況に焦点を しぽ る、

南 アジアとの比較の視 点を くわえ る)

第3部:形 成 され る東南ア ジア ー エスニ シティと 「歴史圏」 一

また、上 記のと りまとめ構想に したが って平成8年 度の研 究実施計画を打合わせ、下記の

とお り研究会を 開催す ることに した。

(2)第1回 研究会(9月27日 、京大会館):AO2公 募研究 班(宮 嶋班)と の合 同研 究会

上記 と りまとめ構想の第1部 に関連 して 「土地 ・資源 ・社会 一 東南ア ジア と東 アジア

の比較」 というテーマで研究発表が行 われ た。発表者 ・テーマは以下の とお りであ る。

宮嶋博史 「マウル(村)と その住民」

田中耕 司 「東南ア ジア海域世界の 『農民』 とフロンテ ィア社会」

加納啓 良 「ジャワ型稠密社会 の形成 一 移動 ・拡散か ら固着 ・定着へ」

宮 嶋は、17世 紀 の地誌 『晋陽誌 』に記載 され る村 落 と現在 の村 落 とを参照 しな が ら、

地名 の継 承関係か ら朝鮮 の村落社会(マ ウル)の 形成 と展開 を紹介 した。17世 紀 まで そ

の存在が確認 しうる村落が約半分ほ どあり、 これ らの村落は 「里坊体 制」の もとでの村落

間の支 配関係の なか にあ った こと、そ して、 この体制が17世 紀以降 に緩 やか に崩壊 し始

め、村 落数 の増加 と村落間の階層 関係の崩壊が20世 紀 まで継続 した ことを明 らか に した。

そ して、 「支配」か ら 「自治」 へ とい う村 落社会 の変 化が遅 くとも18世 紀 には始 ま り、

この ことが朝鮮独 自の農村社会をかたちつ くったことを指摘 した。

田中は、昨年度の研究発 表 「開拓前線 における適応戦略 一 民族的差異 とrイ ン ドネ シ

ア式』複合社会」を敷術 す るかたちで、資源 一人間関係の視点か ら、イ ン ドネ シアのスラ

33



ウ ェシや カ リマ ンタ ンの開拓空 間そ してカ リマ ンタ ンの稀少 自然資源採集者な どの調査事

例 に もとついて 、フ ロンティア社会の形成 と持続、言 い換えれば、開拓社 会特有 のフ ロン

テ ィア性 の永続性 について議論を展開 した。東 南アジア島嗅部の人 日/資 源比の低 さ、す

な わち開 拓余地 の豊 富さに東南 アジアの地 域性 の一つ と しての フロンテ ィア性を帰す るこ

とがで きるのか、 あるいは開拓余地がな くなれ ばフロンテ ィア性が失われ るのか 、 この点

を巡 って の議論で ある。東南 アジア島艇部 においては 自然(資 源)の 「構 想的利用 」の方

向で はな くむ しろその 「投機 的利用」が優勢で、 このことによって域外か らの需 要が続 く

限 り、 フロンテ ィア性が固有 の地域性 として継続す るのではないか とい う見方を提唱 した。

一方 、加納 は、東 南アジアで もっとも人 口稠 密な地域で あるジャワを対象に、 ジャワ的

社会 の形 成につ いて 「農民」や 「農村」を分析視角 と して議論を展 開 し、 ジャワ社会 が現

在 のよ うな稠密社会 になったの は比較的新 しい現象で あることを明 らかに した。その うえ

で 、い ったん固着 ・凝集 したジ ャワの村落社会がイ ン ドネ シアにお ける新 たな ジャワ的空

間の拡大 とい うフロンテ ィアを形成 してお り、 この動 きが 「固定 ・凝縮」以前の 「移動 ・

拡散 」とい うジ ャワ古層 の性格 と密接に関連す る ことを 「開発の時代」 と関連させつ つ論

じた。

(3)第2回 研究会(12月25日 、東京外国語大学AA研)

上 記の成果 と りま とめ構想 の第2部 「東南ア ジアの複合性」に対 応する話題 と して、以

下 の研究 発表が研究分担者 によ って行われた。

北原 淳 「ナ ショナ リズ ムとエスニ シテ ィの変容?一r複 合社会 』の経済変動 と社

会変動 」

石井 博 「南ア ジアか ら見 た東南ア ジアの複合性」

北 原は、平成7年 度の報告 「国家 ・都市 ・農 村関係 の認識 一 タイ近現代の場合」 を承

けつつ、視点を さらに現代へ と移 し、経済発展下の 「中間層」の台頭あるいは 「華僑文化

論 」の出現な どを とりあげて 、資本主義お よび民主化 などの普遍原 理の浸 透のなかで揺 れ

動 くタイ の都 市居住新世代が形成す る新 しい社会の性格 について議論 を行 った。 そ して 、

新 世代の台頭がエスニ シテ ィの再定 式化やネー ションの再定式化へ 向か うのか、あるいは

それ らの消滅に向か うのか、 これ らの両方 向についての最近の研究 を紹介 し、東 南ア ジア

の複合性 に迫 る新たな視点を模索 した。

石井 もまた、昨年度の発表 「複合性 ・全体性と階層性/平 等性 一 南ア ジアの視点か ら」

を承 けて 、東南 アジァの 「複合社会 」と南 アジアの 「複合社会 」の比 較論 を展開 した。英
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領イ ン ドとジャワにお けるカース ト、植民地統治下の社会 関係、王権の あ り方な どを議論

した うえで、 「イ ン ドーネパール ー東南 アジア」 とい う、 ネパ ールを両地域の間 に介在 さ

せた比較軸が東南ア ジアの複合性 をよ り明確化するツール となるのではな いか とい う視点

を提供 した。

(4)第3回 研究会(3月1日 、京大会館):AO2公 募研究班'(林 班)と の合同研究 会

成果 と りま とめ構想 の第3部 「形成 され る東 南 アジア ー エスニ シテ ィとr歴 史圏 』

一 」 に関連す る以下の発表が分 担者によって行われた。

桜井 由躬雄 「東南 アジアの歴史圏の見方 について 一 ベ トナム紅河デル タを 中心 に」

山下晋司 「東南 アジアにお ける民族/文 化複合性 と民族/文 化 間関係 」

桜井 は、昨年 の発表 「亜地域のなかの中心 と辺境」で、一定 の時期 に共通 した歴史 的体

験を共有 した特定の範域を 「歴史圏」 として定義 し、 「地 域」はその歴史 圏の重層の うえ

に成立す ると した。 それを承 けて、その 「地域」を対象にする 「歴史地域学」の立場か ら

の地域理解への アプローチ と世界単位論や ネ ッ トワー ク論によ って試み られて いる地域理

解への アプローチ とを対比 した。具体的には、紅河デルタ とメ コン ・デル タお よび東北 タ

イ の調査 事例 を あげて 、18世 紀 にお けるグローバルな変化 に対応 した各 地域独特 の 「歴

史圏」の形成過程を紹介 した。

山下 は、昨年度 の民族/文 化 をめ ぐるグローカライゼー シ ョン(glocalizadon)の 議論

を敷術す るかた ちで、複数 の民族集 団、複数の文化 の併存 ・交渉 ・混交 のなかか ら新 しい

アイデ ンティテ ィを もった民族/文 化が生み 出される過程 をクロンチ ョン音楽 の成立 と展

開を追 いなが ら論 じた。

4.研 究 の 成果 とフ ロ ンテ ィア

過去3年 間と同様 に、今年度 も共通課題 に引 き寄せ なが ら各分担者の研 究関心 を発 表す

る とい う研究の進め方を と ったので 、概ね順調 に所期の研究活動 を進 める ことがで きた。

以下 に、研究組織の メ ンバ ーそれぞれが まとめた 「研究の成果 とフロンテ ィア」を引用 し

て、平成8年 度の成果を概括する ことに したい。

坪 内良博:昨 年度 に続 けて本 年度 も共通のテーマを設定 したが、成 果の とりまとめを

念頭 においたためか、研究会 自体 は これ までの4年 間の共通課題に も関連 した発表 によ っ

て開催 されることにな った。 この ことは、研究班全体の研 究 とりまとめとい う方 向付 けに

有効 であ ったが、一方では 「歴 史過程」を十分に議論できなか ったう らみ も残 る結果 とな
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った。4年 の研究 期間のなかで地域性の形成 に関 わる様 々な要素 ・要因が あげ られ たが、

それ らは 「流れ るもの」 「形成 されるもの」 「関係づける もの」 「変 わ らないもの」 とい

うカテゴ リーに分類 できるようで ある。一方、 こうした地域の形成要因のカテ ゴライゼー

ションに資源 一人口関係 を介在 させ ることによ って地域の性格が よ り一層明確 にでき るの

ではないか とい う見 通 しを得 ることがで きた。地域の変動 ・変容の側面 に対 して地域の不

変 の構造 を明 らかにする地域研究 の目指す ところがおぽ ろげなが ら見通せ るようにな った

とい うのが、4年 が終わろ うとす る現在の心境である。

石井 溝:東 南 ア ジアと南 アジアを比較 しつつ、諸文明 ・諸文化の重層性、階層性、複

合性 とその相互間系 、文化変化 の様相の分析 ・考察を深め るため、ネパ ール とイ ン ドにま

たが る、 ヒン ドゥー文化の中心 ミテ ィラー、 ヒマ ラヤ南麓 の小文明圏 カ トマ ンズ盆地 お よ

び周辺 のネパ ール山地部社会 の臨地調査を行い、あわせて 、東南 アジア等 の他地域 との比

較研 究 も行 った。それによ り、調査対象社会の変化の態様が明 らかにな り、 また、比較の

観点か ら、ア ジアの王権や複合社会 に関 しての従来の説 には再考の余地が あることが判明

した。

加納 啓良:G)ジ ャワにおける[稠 密 社会]形 成 の歴史 的起源 と過程 を、19世 紀初 めの

地税 制度導入期の農 村につ いて検討す るため、東部 ジャワのバ ンギル県の地税賦 課 「詳細

査定簿 」(de重ailedsettlementrepo冠)に 記載 されたデータをパ ソコン ・デー タベースに入 力す

る作業 を昨年度 に引 き続 き進 め、個 々の耕作 者別のデ ータの入力作 業を行 った。(2)こ れ

に関連 して、ジャワの上層土地所有農の存在形態 とその特質を、戦前 日本 との比較を念 頭に

おいて考 察す る作業 を行 った。 また、イ ン ドネ シアにお ける 「農民」概念 とその普及 過程

につ いて、簡単 な語源 的考察 を試みた。(3)近 現代の東南 ア ジア地域 全体の 中でのイ ン ド

ネ シア、 と くにジャワの国際経済 的地位 とその変化をよ りグローバルな視野か ら考え 直す

ために、昨年度にオ ランダ語 の基本資料 に遡 って収集 した植民地期の貿易統計を解析す る

作業を行 った。

北原 淳:以 下の研究に取 り組 み、一定 の成果 をえた。(1)NGO農 村開発運動 グルー

プの共 同体言説を批判的に考察 した拙著 『共同体の思想』 に関す る書評類に応えて、共同

体 に関す る同様の批判的分析が最 近の外国人の研究の中に もみ られ ることを紹介 し、共同

体概念の言説的次元での批判の意義を確認 した。(2)共 同体概念 の実 証的批判作業 と して、

沖縄本 島の共有林管理慣行 の歴史的変化を跡付 け、それが18世 紀に おけ る国家的政策 の

産物で あることを明 らかに した。(3)タ イ華僑 に関す る言説が肯定 的方 向に変化 して きた、
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とい うガ シア ン ・テー ジャピラの問題提起を受 けて、それが複合社会 にお ける民主化の過

程、つま り、他 民族 出自の資本 家、 中間層の政治的、社会 的勢力 と しての成長の過程 に応

じた「公定ナ ショナ リズム」の変質 を象徴す るものであると解釈 した。 また、 この ような動

きに呼応す るか のよ うに、農村部で も、地方都市華僑 とタイ農民上層 部 との新たな社会的

融合 が生 じつつ ある との提起 を した。

桜 井 由躬雄:本 年度 は、2000年 にわた って一つ の歴 史圏を形成 してきた紅河 デルタ

の中心性 と辺境性 の もつ意 味と、分布を分 析 した。紅河 デル タの辺境 域、段丘複 合地域及

び沿 海地域 における合作社活動 の調査分布 において、共 同体性が著 しく欠落 してい ること

を発 見 した。つ ま り紅河 デルタ中央 自然堤防地域 におけるきわめて合作社 活動の活発 な地

域 を第1的 な核 ゾー ンと し、その周囲の氾濫原地域 を第2ゾ ーンとす る3層 の構造 を もつ

中心 周辺関係を歴 史圏の中にみいだす ことができた。今後 は、 この3層 構 造が どのよ うな

相互 補完性を もって全体 と して一つ の歴史圏を形成す るか を考え る。

山下晋司:本 年度の課題 は、過去4年 間にわた る研究 をま とめる ことに あった。 ま と

めに当た って、過去の研 究をふ まえて、 「地域性」(ロ ーカ リティ)は グローバル な視野

のなかで歴史的に立ち上が ってい く、場合によっては創造されて い くとい う視点を とった。

その 意味では地域性 はある歴史的状況のなかでのイ ンターロカ リテ ィのなかでこそ形 成 さ

れ るのである。 そ うした構 図の 中で、 「地域性 の形成論理」 とエスニ シティが どの よ うに

かか わ って い くのか を示す ことが私の分担 課題で あったが、東 南アジ.アにお ける 「民族=

文化複合性 」(et㎞ic-culturalcomplexity)、 とりわけ民族=文 化間関係 を検討す ることに

よ って、 この課題 を明 らか に しようと した。

田 中耕 司:一 昨年度 および昨年度の開拓社会 にお ける資源 管理 ・資源利用に関わ る論

点の整理を踏まえて、東南 アジア、 とりわけその島喚部を フロンテ ィア社会 と して性格づ

けてい る資源 一人 口関係 につ いて、 スラウ ェシおよびカ リマ ンタ ンの 開拓社会の変容や カ

リマ ンタ ンの稀少 資源採集者の活動 などか ら考察 した。そ して、熱帯 降雨林地帯 とい う世

界で 稀な資源賦与 性が東 南ア ジアの フロンテ ィア性を これか らも永続 させ るで あろ うこと

を、土地 利用の変貌過程 の検証 あるいは 自然 資源の 「梼想 的利用」 「投機的利用」 という

概念 的分 析によ って示唆す ることがで きた。

5.今 後 の課題

以 上に述べたよ うな平成8年 度の研究経過およびそれ までの3年 間の研究経過を もとに、
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各メ ンバ ーが抱 いてい る成果 と りまとめの方向を示 して今年度の活動記録の まとめ と した

い。

坪 内良博:地 域 を異質 な要素 によって区分するのか、 あるいは地域を共通の要素に よ

って くくるのか 、 とい う基本的 に異な った地域理解への道 があるこ とを確認 した うえで 、

東南 ア ジアの小人 口世界 とい う基本 的性格を介在 させ なが ら、'これ までの東南ア ジア論の

キー ワー ドを検証 した作業 をと りまとめた い。上述の地域の形成要因のカテ ゴライゼー シ

ョンを具体例に より検討 し、人 口と資源の関係性を介在 させ ることによって 「フロンテ ィ

ア」 「周辺」 「複合性」な どの地域性の形成過程を論 じて みたい。

石井 博:南 ア ジアを典型 的な複合社会 と見 る観 点に立 ち、南 アジア社会お よび南 ア

ジア社会論 と東南ア ジア社会(論)の 比較考察 を行いたい。東南 アジアの複合社会や(た

とえばバ リの ような)あ る種の 「カース ト」社会 に関する論議 は、 イ ン ドのカース ト社会

(論)を 視野に入れてな されている面が あるが、その論議 には当然の ことなが ら、その時

代時代の理論 のあ りか たが反 映 して いる。南 ア ジアの文化 ・社会 に関わ る解釈 は、近年 、

様 々な面で変わ りつつ あり、今 日の比較研究は、そのよ うな新 しいパ ラダイ ムを視野に入

れつつ進め ることが不可欠である。この ような 問題意 識にの っとり、主に複合性の観点か

ら南ア ジアと東南ア ジアの比較考察 を行 う予定である。

加納啓良=お よそ以下の内容 の最終成果報告論文 の執筆 を予定 してい る。

「ジャワ型稠密社会の形成 一移動 ・拡散か ら固着 ・凝集へ一」

1,「 ジャワ」 とは何か

2.稠 密社会 と しての ジャワ島

3.ジ ャワ島はいつか ら稠密社 会にな ったか

4.植 民地化以前の ジャワ島

5.村 落史か ら見た ジャワ島社会

6.ジ ャワ的空間の拡大

この論文 とは別個 に、上記バ ンギル県 の地税賦課「詳細査定簿」のデ ータを分析 したモ ノ

グラフ的論文の執筆 も構想 中である。また将来 の展望 と して は、 これ まで に執筆 した各種

論文 に手 を加え た り新 たに執筆する論考 を編集 し、rジ ャワ村落史論』(仮 題)と い う単

行書を刊行す ることを計画 している。さ らに、貿易統計か ら見たイ ン ドネ シア社会 ・経済

の歴史的位置づ けにつ いては、別のプ ロジ ェク トに課題を引き継いで検討を続け、将 来の

と りまとめに備え る予定であ る。
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北原 淳:「 東 南ア ジア資本主義化 の文化 論的構成」の整理をめ ざす 。発足 時か らの

課題 であ る都鄙 関係 を視野 に入れつつ、共同体論 を中心 とす る農 村社 会論、華僑論 を中心

とす るエスニシテ ィー論、市民社会論を フォロー し、両者を接合、総 合 した うえ で、ポス

ト ・ナ シ ョナ リズム段 階の資本主義化時代 における文化論の構造的特徴 を明 らかにす る こ

とをめざす。

都 市=農 村 関係 の客観 的な変化をふまえた都市 、農村に関す る知識人 ・中間層 の言 説の

変化 は、東南 ア ジアのグローバル な資本主 義化 にともなう新 しいナ シ ョナ リズム状況 を意

味す るのか、それと もナシ ョナ リズ ム状況終焉 を意味す るのか。 この点についてはなお若

干の作 業を補足 しなが ら、 最終的成果報 告を作成 した い。

桜 井 由躬雄=(1)デ ルタ西北部 のヴ ィンフー省 と南方 のナムハ ー省の村 落文 化遺産 の

成立時期を考 え、紅 河デル タにおける共通の文化 フ ァシ ョンの成 立に注 目す る。 ここか ら

共通の文化 を もつ紅 河デル タの村 落社会 の形成、つ まり紅河デル タ歴史 圏の形成を18世

紀 とす る。(2)し か しなが らそれ ぞれの村落形成 にかかわ る環境 的条件 、歴史的条件 によ

り、村落 の物質 的基盤 が相違 し、それが村落構造の粗密 にかかわ る ドーナツ状 の ゾー ンを

形成す る。(3)社 会主義化 の合作社 はこれ ら村 落構造 の社会主 義的な 表現で あ り、したが

って社会主義合作社 の形態 にも、 フ ァションと しての社会主義 的、あるいは国家的統一性

とゾー ンとして の合作社形 態の偏差 が存在 し、それが1988年 以 降の合作社の解体 、村落

化をむかえる時点において 、鋭 く顕在化 しているとす る。 この分析 は以後展開 され る新農

民組織 建設運動 の中に大 きな意味を持つであろ う。

山下晋司:本 研究 の最終的 な研究成果 報告 と しては「地 域性の形成論理」班 と して一冊

の論文集が計画 されてい る。そのなかで論文を分担執筆 したいと思 ってい る。この論文は、

上記 の視 点か ら東南 ア ジアの地域性の形成 に関 し新 しい光 を投 げか けるものである。 と く

に地 域性 という ものが、 「そこに ある」 もので はな く、歴 史的状況のなかで形成されてい

く動態的 な もので あるこ とを強調 したい。その構 成 ・内容 は 目下 検討 中で あるが、1997

年8月 末をめどに完成 させ 、来年度 中の刊行を計画 している.

田 中耕司:今 年度 に行 った資源論の視 点を加味 したフロ ンテ ィア社会論が東南ア ジア

固有の社会特性 を理解す るツール となる ことを論議 してみ たい。成果の と りまとめのなか

で具体的には開拓村 落か ら農業村落への移行過程を扱 うことにな るが、 自然資源の 「構想

的利用」 と 「投機 的利用」 という概念を援用 しなが ら東南 アジア島艇部の土地利用変 貌あ

るいはエ コロジカル ・プロセス について考察す ることにな ろう。
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